
2021年（令和３年）11月１日　　（10）第254号 あ か し 市 議 会 だ よ り

８
月
臨
時
会　
継
続
審
査
を
議
決

　
令
和
３
年
８
月
臨
時
会
を
８
月
11
日
か
ら
12
日
ま
で
の
２
日
間
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
70
号　
令
和
３
年
度
明
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）［
市
民
全
員
・
飲
食
店
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
か
か
る
費
用
］

に
つ
い
て
、
議
会
は
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
対
し
、
８
月
12
日
に
市
長
は
専
決
処
分
に
よ
り
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
臨
時
会
の
会
期
を
８
月
11
日
か
ら
12
日
の
２
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
70
号
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
提
案
理
由
が
説
明
さ
れ
た
後
、

議
案
に
対
す
る
質
疑
を
２
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
よ
り
詳
細
な
議
案
審
査
を
行
う
た
め
、
議
案
第
70
号
を
生

活
文
化
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
【
質
疑
の
主
な
内
容
】

〇
本
事
業
の
主
た
る
目
的
、
経
済
効
果
は
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
飲

食
店
に
対
し
て
は
、
大
型
経
済
対
策
や
救
済
措
置
な
ど
を
実
施
す
る

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
市
民
の
税
金
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、
効
率

性
・
有
効
性
を
考
え
、
公
平
な
観
点
か
ら
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
あ

る
。

〇
郵
便
料
が
１
億
５
千
万
円
と
高
額
で
あ
る
。
個
人
単
位
の
郵
送
で
は

な
く
、
世
帯
単
位
で
郵
送
す
れ
ば
、
郵
便
料
が
削
減
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
給
付
金
額
と
開
始
時
期
の
根
拠
は
。

　
【
市
長
答
弁
の
主
な
内
容
】

〇
８
月
２
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
市
民
の
悲
鳴
が
聞
こ

え
る
。
飲
食
店
等
も
大
変
な
状
況
で
あ
る
。
市
民
生
活
へ
の
支
援
と

飲
食
店
な
ど
へ
の
早
急
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

〇
サ
ポ
ー
ト
利
用
券
事
業
は
、
金
額
や
対
象
は
異
な
る
が
、
昨
年
度
に

３
回
実
施
し
て
お
り
、
効
果
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。
必
要
な
財
源
も

確
保
で
き
て
い
る
。

　
議
案
第
70
号
に
つ
い
て
、
早
急
に
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
の
必
要

性
、
配
布
方
法
や
そ
の
費
用
、
対
象
店
舗
の
平
等
性
、
事
務
の
委
託

方
法
な
ど
に
疑
義
や
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
事
業
の
実
施
内
容
を
精
査
し
、
慎
重
に
決
定
す
べ
き
と
い
う
意
見

が
多
数
を
占
め
、
継
続
審
査
（
※
１  

11
面
下
部
参
照
）
と
す
る
旨

を
決
定
し
ま
し
た
。（
賛
成
４
・
反
対
１
）。

　
【
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
】

　
《
議
案
の
継
続
審
査
に
反
対
》

〇
２
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
多
く
の
市
民

か
ら
の
本
事
業
に
対
す
る
期
待
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。

〇
市
民
や
事
業
者
へ
の
支
援
が
必
要
な
こ
と
は
理
解
す
る
。

〇
市
の
財
政
面
へ
の
影
響
な
ど
も
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
を
行
い

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　
《
議
案
の
継
続
審
査
に
賛
成
》

〇
緊
急
事
態
宣
言
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
サ
ポ
ー
ト
利
用
券
を
送
付
し
消

費
喚
起
し
て
大
丈
夫
な
の
か
。
高
額
な
費
用
を
か
け
て
、
早
急
に
事

業
を
行
う
必
要
性
は
あ
る
の
か
。

〇
他
の
施
策
と
の
費
用
対
効
果
の
比
較
や
配
布
方
法
の
検
討
、
対
象
店

舗
の
募
集
方
法
が
平
等
性
に
欠
け
る
。
さ
ら
に
は
、
事
務
を
委
託
す

る
業
者
の
選
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
疑
義
を
感
じ
る
点
が
多
い
。

　
生
活
文
化
常
任
委
員
長
か
ら
、
事
業
の
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
時
間
を
か
け
て
精
査
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
す
る
旨
の
結
論
と
な
っ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
１
人
の
議
員
か
ら
反
対
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
を
賛
成
多
数
（
賛
成
16
・
反

対
12
）
で
議
決
し
ま
し
た
。

　
意
見
表
明
に
賛
同
す
る
議
員
25
人
を
代
表
し
て
、
正
副
議
長
を
含
む
10

人
の
議
員
が
泉
市
長
に
対
し
て
、
専
決
処
分
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
抗
議

す
る
意
見
表
明
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

【
意
見
表
明
の
要
旨
】

〇
議
会
は
、
故
意
に
議
決
を
先
送
り
し
、
議
決
し
な
い
と
意
思
表
明
し
た

こ
と
は
な
い
。

〇
本
会
議
の
閉
会
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
議
会
の
議
決
が
得
ら
れ
な
い
と

即
断
し
、
継
続
審
査
の
議
決
直
後
の
同
日
に
専
決
処
分
し
た
こ
と
は
、

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も
該
当
し
な
い
違
法
な

処
分
と
言
わ
れ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
議
会
を
軽
視
す
る
も
の
で
非
常

に
残
念
で
あ
る
。

〇
予
算
案
等
、
市
政
に
関
わ
る
重
要
案
件
は
、

意
思
決
定
機
関
で
あ
る
市
議
会
に
お
い
て
、

慎
重
な
議
論
を
尽
く
し
た
上
で
決
定
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
議

会
の
審
議
過
程
を
十
分
考
慮
し
、
結
論
を

出
し
て
い
く
と
い
う
真し

ん

摯し

な
姿
勢
で
臨
ん

で
い
た
だ
く
よ
う
望
む
。

　
市
長
の
専
決
処
分
に
よ
り
補
正
予
算
が
成
立
し
、
委
員
会
と
し
て
議
案

第
70
号
の
審
査
が
不
要
と
な
っ
た
旨
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
所

管
事
務
調
査
と
し
て
、
市
民
全
員
・
飲
食
店
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗状
況

等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
、
疑
義
の
あ
っ
た
部
分
等
に
つ
い
て
、
現
状
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
【
委
員
か
ら
の
主
な
意
見
】

〇
緊
急
事
態
宣
言
が
９
月
12
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。
個
人
経
営
の
飲

食
店
は
休
業
し
て
い
る
店
も
多
く
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
利
用
が

集
中
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
事
業
開
始
を
急
ぐ
必
要
は
あ
っ
た
の
か
。

〇
サ
ポ
ー
ト
券
の
配
達
業
者
の
選
定
や
配
送
方
法
に
つ
い
て
は
、
複
数
の

業
者
を
比
較
検
討
す
る
な
ど
、
適
正
な
手
続
き
を
経
た
上
で
経
費
削
減

の
努
力
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

〇
サ
ポ
ー
ト
券
が
利
用
で
き
る
加
盟
店
舗
数
は
、
当
初
の
６
５
０
店
舗
か

ら
大
き
く
増
え
て
い
な
い
。
積
極
的
に
広
報
を
行
う
な
ど
、
拡
大
さ
せ

る
努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
。

〇
店
舗
に
対
す
る
直
接
支
援
も
検
討
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
、
個
人
商
店
等

へ
の
家
賃
緊
急
貸
付
金
の
返
済
据
置
期
間
を
再
延
長
で
き
な
い
か
。

〇
市
長
と
市
議
会
は
車
の
両
輪
で
あ
る
。
な
ぜ
、
ス
ピ
ー
ド
だ
け
を
重
視

す
る
の
か
。
市
民
の
た
め
に
と
い
う
思
い
は
共
通
し
て
い
る
。
市
長
と

市
議
会
の
信
頼
関
係
が
大
切
で
あ
る
。

　
泉
市
長
は
、
本
会
議
の
終
了
直
後
、
報
道
関
係
者
の
囲
み
取
材
の
中

で
、
議
案
を
専
決
処
分
（
※
２  

11
面
下
部
参
照
）
す
る
こ
と
を
突
如

表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
か

ら
正
副
議
長
に
口
頭
に
て
事
後
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。（
同
日
、
議
案

の
専
決
処
分
が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。）

８
月
11
日

生
活
文
化
常
任
委
員
会

８
月
11
日

本
会
議

８
月
12
日

本
会
議

８
月
19
日

専
決
処
分
に
対
す
る
意
見
表
明

８
月
27
日

生
活
文
化
常
任
委
員
会

８
月
12
日

本
会
議
の
終
了
直
後

市民全員・飲食店サポート事業
　　（議案第70号　明石市一般会計補正予算（第５号））

　　　　　　　　　　　　市長専決処分をめぐる審議の流れについて

泉市長（写真右）へ意見表明
書を手渡す榎本議長（同左）


